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災
害
後
の
法
務
リ
ス
ク
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
！

　

最
初
に
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
悔
や
み

申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い

復
興
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
日
本
の

歴
史
上
最
大
規
模
の
被
害
が
報
道
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る「
不
可

抗
力（Force M

ajeure

）」の
場
合
に
は
、

契
約
書
上
に
不
可
抗
力
条
項
を
謳う

た

っ
て

い
な
け
れ
ば
不
可
抗
力
宣
言
を
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
契

約
書
上
に
不
可
抗
力
条
項
が
規
定
さ
れ

て
い
て
も
不
可
抗
力
宣
言
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
あ
る
の
か
。
さ
ら
に

は
、
自
社
に
有
利
に
不
可
抗
力
条
項
を

あ
ら
か
じ
め
規
定
す
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
書
き
方
を
す
べ
き
で
あ
る
か
。

ま
た
、
不
可
抗
力
条
項
を
規
定
す
べ
き

で
な
い
場
合
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か

│
な
ど
企
業
に
関
す
る
法
律
問
題
が
次

々
と
出
て
く
る
。

　

本
稿
で
は
「
不
可
抗
力
」
を
取
り
巻

く
企
業
に
関
す
る
法
律
問
題
に
対
し
て
、

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
実
務
上
の
対
応
を
検
討

す
る
。

　

企
業
が
契
約
責
任
や
雇
用

責
任
を
負
う
べ
き
か
否
か
の

基
準
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

「
不
可
抗
力
」
が
一
つ
の
基
準
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

「
不
可
抗
力
」
が
一
つ
の
基

準
に
な
る
。
原
則
と
し
て
、

企
業
は
自
社
に
過
失
や
帰
責

事
由
が
な
い
限
り
、
契
約
責
任
や
雇
用

責
任
を
負
わ
な
い
。
つ
ま
り
、
法
律
的

に
は
、
天
災
か
人
災
か
と
い
う
区
分
が

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
天
災
の
場
合
に

は
「
不
可
抗
力
」
と
し
て
責
任
を
負
わ

な
い
が
、
他
方
で
、
人
災
の
場
合
に
は

責
任
を
負
う
こ
と
が
原
則
に
な
る
。

「
不
可
抗
力
」
と
は
、
英
語
で
「Force 

M
ajeure

（
フ
ォ
ー
ス
・
マ
ジ
ュ
ー
ル
）」

と
い
い
、
天
変
地
異
な
ど
契
約
当
事
者

の
支
配
の
及
ば
な
い
事
象
に
よ
っ
て
契

約
義
務
を
履
行
で
き
な
い
場
合
を
指
す
。

「
不
可
抗
力
」
の
場
合
に
は
、
契
約
当
事

者
は
債
務
不
履
行
責
任
を
負
わ
な
い
。

法
律
の
世
界
で
は
過
失
（
落
ち
度
）
の

な
い
者
は
法
的
責
任
を
負
わ
な
い
の
が

原
則
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
何
が
「
不
可
抗
力
」

で
あ
る
か
が
明
確
で
な
い
場
合
が
多
い
。

「
地
震
」
は
間
違
い
な
く
「
不
可
抗
力
」

に
該
当
し
、
法
的
責
任
の
有
無
に
つ
い

て
ス
ム
ー
ス
に
法
的
判
断
が
な
さ
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
の
大
震
災

で
「
地
震
」
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た

損
害
で
あ
っ
て
も
「
不
可
抗
力
」
と
い

え
る
か
ど
う
か
不
明
確
な
事
例
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
に
驚
く
。

　

例
え
ば
今
回
は
、
地
震
↓
津
波
↓
福

島
第
一
原
発
損
傷
↓
放
射
能
汚
染
と
い

う
因
果
関
係
の
流
れ
で
あ
る
が
、
放
射

能
汚
染
で
政
府
の
退
避
命
令
（
違
反
は

罰
則
が
科
さ
れ
る
の
で
「
不
可
抗
力
」

と
さ
れ
る
）
が
出
て
い
る
地
域
で
あ
れ

ば
「
不
可
抗
力
」
に
な
る
が
、
自
主
退

避
勧
告
の
場
合
は
「
不
可
抗
力
」
と
い

え
る
か
ど
う
か
問
題
と
な
る
。
ま
た
企

業
が
自
主
的
に
判
断
し
て
工
場
を
閉
鎖

し
た
場
合
も
「
不
可
抗
力
」
と
い
え
る

か
ど
う
か
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
後
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。

　

製
品
の
供
給
情
報
（
材
料

の
調
達
が
間
に
合
わ
な
い
た

め
納
期
が
遅
れ
る
な
ど
の
情

報
）
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
範

囲
で
開
示
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
納
期

遅
れ
が
わ
か
っ
て
い
て
も
通
知
す
れ
ば

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
顧
客
へ
は
伝
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
法
的
な
責
任
を
負
わ
な

い
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

納
期
遅
れ
が
わ
か
っ
て
い

て
通
知
し
な
け
れ
ば
、
当
然

に
契
約
上
の
義
務
違
反
に
な

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
発
生
し
た
取
引
先

の
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
的

な
責
任
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
正
確

な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
取
引
先
へ
伝

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

調
達
先
か
ら
「
八
カ
月
あ

れ
ば
復
旧
す
る
の
で
待
っ
て

ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
場
合

に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。
ま
た
、

調
達
先
を
切
り
替
え
る
場
合
に
法
的
に

注
意
す
る
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

と
り
あ
え
ず
代
替
調
達
先

を
探
し
て
対
応
し
、
長
期
的

に
は
現
在
の
調
達
先
と
取
引

を
続
け
て
い
き
た
い
の
か
、あ
る
い
は
、

こ
れ
を
機
会
に
新
し
い
調
達
先
へ
切
り

替
え
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
、
経

営
判
断
が
必
要
に
な
る
。
調
達
先
を
切

り
替
え
る
場
合
の
留
意
点
は
、
現
在
の

調
達
先
と
円
満
な
基
本
契
約
の
解
約
手

続
を
行
い
（
あ
る
い
は
基
本
契
約
は
継

続
し
つ
つ
）、
他
方
で
新
し
い
調
達
先

と
Ｑ
Ｃ
Ｄ
（quality, cost, delivery

）

が
適
切
に
合
意
・
履
行
さ
れ
る
よ
う
に

事
前
確
認
と
契
約
上
で
義
務
明
記
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

工
場
が
被
災
し
て
納
期
が

遅
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

売
主
は
買
主
に
対
し
て
ど
こ

ま
で
責
任
を
負
い
ま
す
か
。
ま
た
、
工

納期遅延などの情報開示は
正確かつタイムリーに。

大
宮
法
科
大
学
院
大
学
客
員
教
授

弁
護
士
（
日
本
国
お
よ
び
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
）・
弁
理
士

牧
野
和
夫

「
不
可
抗
力
」と

企
業
の
契
約
責
任

災
害
を
め
ぐ
る
法
務
リ
ス
ク

「
不
可
抗
力
」と

企
業
の
契
約
責
任
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災
害
後
の
法
務
リ
ス
ク
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
！

は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
（
以
下
「
本
震
災
」
と
い
う
）

の
発
生
か
ら
五
カ
月
が
経
過
し
、
復
興
に
向
け

た
作
業
も
本
格
化
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
目
に

見
え
る
被
害
に
隠
れ
て
い
た
法
務
問
題
が
今
後

顕
在
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
そ
れ
ら
の
法
務
問
題
の
う
ち
登
記

実
務
に
関
連
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
企
業

法
務
と
い
う
視
点
か
ら
最
新
の
情
報
を
基
に
解

説
す
る
も
の
で
あ
る
。

1 

期
間
・
期
日
関
係

　

登
記
制
度
は
、取
引
の
安
全
を
図
る
た
め
に
、

取
引
の
主
体
で
あ
る
法
人
や
客
体
と
な
る
不
動

産
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
を
公
示
す
る
も
の
で

あ
り
、
一
定
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
登
記
を
す

べ
き
期
間
が
法
定
さ
れ
て
い
る
（
会
社
法
915
条

１
項
、
不
動
産
登
記
法
37
条
１
項
等
）。

　

ま
た
、
商
業
登
記
に
お
い
て
は
、
役
員
の
任

期
等
、
期
日
・
期
間
が
問
題
と
な
る
場
面
も
少

な
く
な
い
。

（
１
）
商
業
登
記
の
登
記
期
間

　

商
業
登
記
制
度
は
、
各
種
取
引
の
主
体
と
な

る
会
社
の
根
幹
と
も
言
う
べ
き
重
要
事
項
を
公

示
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
事
項
に
変
更

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
変
更
の
登
記

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
、
申
請
人
と
な

る
会
社
の
事
務
負
担
も
考
慮
し
て
、
原
則
と
し

て
二
週
間
の
登
記
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る（
会

社
法
915
条
１
項
）。

　

二
週
間
の
登
記
期
間
は
、平
時
に
お
い
て
は
、

申
請
人
の
事
務
負
担
と
取
引
の
安
全
と
の
調
和

を
図
る
意
味
で
妥
当
な
期
間
と
言
え
る
が
、
現

在
の
よ
う
に
、
お
よ
そ
平
時
と
は
言
い
難
い
場

合
に
ま
で
こ
の
登
記
期
間
を
強
い
る
の
は
、
取

引
の
安
全
を
考
慮
し
て
も
な
お
、
被
災
し
た
申

請
人
等
に
は
酷
と
言
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
し
て
法
務
省
で
は「
登

記
期
間
を
経
過
し
た
後
に
登
記
申
請
が
あ
っ
た

場
合
で
も
、
申
請
書
の
記
載
か
ら
、
当
該
登
記

申
請
の
遅
延
が
、
本
震
災
を
原
因
と
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
判
明
も
し
く
は
推
認
さ
れ
る
と

き
に
は
、
過
料
を
科
さ
な
い
措
置
を
と
る
」
こ

と
と
し
た
（
注
１
）。

　

こ
れ
ま
で
の
間
も
、
本
震
災
が
、
特
定
非
常

災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る

た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
権

利
利
益
保
全
法
」
と
い
う
）
２
条
１
項
に
規
定

す
る
特
定
非
常
災
害
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
登
記
期
間
の
徒
過
に
よ
る
過
料
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
三
年
六
月
三
〇
日
ま
で
免
責
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
（
権
利
利
益
保
全
法
４

条
１
項
）、
こ
の
措
置
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
も

の
で
あ
る
。

（
２
）
不
動
産
表
示
登
記
の
登
記
期
間

　

不
動
産
権
利
登
記
は
、
基
本
的
に
第
三
者
対

抗
要
件
で
あ
っ
て
登
記
義
務
も
な
い
こ
と
か
ら
、

登
記
期
間
も
存
在
し
な
い
。
一
方
、
不
動
産
表

示
登
記
は
、
登
記
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
原
則
と
し
て
一
カ
月
以
内
に
変
更
の
登

記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
不
動
産
登
記
法

37
条
１
項
、
47
条
１
項
等
）。

　

不
動
産
表
示
登
記
の
登
記
期
間
を
徒
過
し
た

場
合
に
つ
い
て
も
、
商
業
登
記
の
場
合
と
同
様

に
、
権
利
利
益
保
全
法
４
条
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
三
年
六
月
三
〇
日
ま
で
過
料
に
は

処
せ
ら
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
ほ
か
、
法
務
省

で
は
、
平
成
二
三
年
七
月
一
日
以
降
の
登
記
期

間
の
徒
過
に
よ
る
過
料
に
つ
い
て
も
、
本
震
災

に
よ
っ
て
そ
の
申
請
が
困
難
で
あ
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
と
き
に
は
、
そ
の
対
象
と
し
な
い
と
し

て
い
る
（
注
２
）。

（
３
）
定
時
株
主
総
会
の
開
催
遅
延
と

役
員
任
期

　

株
式
会
社
に
お
い
て
、取
締
役
の
任
期
は「
選

任
後
二
年
以
内
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち

最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
株
主
総
会
の
終
結

の
時
ま
で
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
（
会
社
法
332

条
１
項
）、
他
の
役
員
等
に
つ
い
て
も
、
年
数
の

違
い
は
あ
っ
て
も
定
時
株
主
総
会
の
終
結
を
任

期
の
満
了
時
と
す
る
点
は
、
取
締
役
と
同
様
で

あ
る
（
同
法
336
条
１
項
、
338
条
１
項
等
）。

　

定
時
株
主
総
会
が
通
常
ど
お
り
開
催
さ
れ
る

場
合
に
は
、
こ
の
取
扱
い
で
問
題
は
な
い
が
、

本
震
災
に
よ
っ
て
定
時
株
主
総
会
を
開
催
で
き

な
い
よ
う
な
会
社
の
場
合
、
役
員
等
の
任
期
が

い
つ
満
了
す
る
の
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。

　

一
般
的
に
は
定
款
に
定
時
株
主
総
会
の
開
催

時
期
を
定
め
て
い
る
会
社
が
、
定
款
所
定
の
開

催
時
期
に
定
時
株
主
総
会
を
開
催
し
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
当
該
総
会
の
終
結
の
時
に
任
期
満

了
と
な
る
べ
き
役
員
は
、
定
款
所
定
の
定
時
株

主
総
会
が
開
催
さ
れ
る
べ
き
期
間
の
満
了
日
に

任
期
満
了
に
よ
り
退
任
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
（
注
３
）。

　

こ
れ
は
、
不
当
に
定
時
株
主
総
会
の
開
催
を

遅
滞
し
、
ま
た
は
行
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
事

実
上
、
任
期
を
延
長
し
う
る
こ
と
は
相
当
で
な

い
と
い
う
趣
旨
で
あ
り
、
天
災
等
の
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
っ
て
定
時
株
主
総
会
の
開
催
を

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
ま
で
こ
れ
を
適

用
す
べ
き
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
（
注
４
）。

　

し
た
が
っ
て
、
本
震
災
に
よ
っ
て
定
時
株
主

総
会
を
定
款
所
定
の
時
期
ま
で
に
開
催
で
き
な

か
っ
た
場
合
で
も
、
相
当
な
期
間
内
に
こ
れ
が

開
催
さ
れ
る
限
り
、
役
員
等
の
任
期
は
そ
の
定

時
株
主
総
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
な
る
も
の
と

考
え
る
。

司
法
書
士　

鈴
木
龍
介

司
法
書
士　

早
川
将
和

◉ 

今
回
の
大
震
災
に
お
け
る
登
記
実
務
に
つ
い
て
、
主
に
企
業
に
関
連
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

登
記
実
務

の
ポ
イ
ン
ト

（注１） 「東日本大震災に伴う商業・法人登記事務に係る過料事件の取扱いについて（依命通知）」
平成23年6月2日民商1268号。

（注２）法務省「東日本大震災により登記の申請をすべき期間に登記の申請ができなかった場合について」
▶http://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00064.html

（注３）昭和38年5月18日民甲1356号民事局長回答。

（注４）山川都資ほか「東日本大震災に伴う商業登記の実務に関するQ&A」（商事法務1933号、2011年）10頁。


